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〔概要〕　 筆者 （黒川） が担当する情報処理 演習 の 授業実践につ い て 報 告 した 。 授業で は，
プ レ ゼ ン テ

ーシ ョ ン ソ フ ト （PowerPoint）に よる教材作成 技術 の 習得 ， 各 自作成 した教材 を

用 い て表現伝達能力の育成 をめ ざ した プ レゼ ン テーシ ョ ン技術 （計画 ・実施 ・評価）の 習得
をね らい とした 。 プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン の 計画 （内容 ・構成）で は ，自己 の 考 えや展 開 を論理

的に設計す る手法 として 「強制連結法」 を取 り入れ，大学 生の 創造力や論理 的思考の 育成や

わか りやす い 表現伝達技術 の 習得 をめ ざ した 。

〔キー
ワ
ー ド〕　 プ レ ゼ ン テ

ー
シ ョ ン，強制連結法

1 ．は じめに

　筆者 （黒川）が大阪学院大学で担当する 「情

報処理 演習 1 」 の授業で は，プ レ ゼ ン テ ーシ ョ

ン ソ フ トと して PowerPointの 基本 操作の 習得

お よ び 情報伝達の た め の プ レゼ ン テ ーシ ョ ン の

計画 ・実施 ・評価に つ い て 習得 し， 演習を通 し

て効果的なプ レ ゼ ン テ
ーシ ョ ン 技術を習得する

こ とを 目標 として い る。過去 の 筆者の 授業経験

よ り，授業の 前半で ソ フ トの 操作習得に興味を

もっ て取 り組ん で い た学生が，各自の プ レ ゼン

テ
ー

シ ョ ン の 実施を控えた後半で は，計画段階

で十分 な検討を して い なか っ た ため作業が行き

詰まり思 うよ うに進まな か っ た り， 良い 発想が

得 られず友人の 意見 に左右されて 独 自性 が失わ

れ た りする もの が多 々 見 受け られた。

　そこ で，本授業で はプ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン の 計

画段 階にお い て ， 各 自の 既有 ス キ v マ を外化 し

論理 的思考に基づ い た内容を構成する手 法 とし

て 強 制連結法 （林，2002） 1）を取 り入 れた。

2 ．演習の 内容 ・方法

　強制連結法を利用 し たプ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン

演習は ， 各ク ラス 2 グル
ー

プ に分け，1 グル ー

プ 10名前後 として 2 回実施した。プ レゼ ンテ
ー

シ ョ ン の 評価は ， 言語 ， 非言語 （言語関連），

非言語 （その 他）， メディア利用．理解度，関心

度，定着度の 7項目に つ い て 聴 き手により行 っ

た 。 図 1 にプ レ ゼン テ
ー

シ ョ ン演習風 景を示 す。

・対象者

大阪学院大学平成 16 年度前期 「情報処理 演

習 Il の 受講者 1〜 4 年生 98 名 （3 クラス ）
・日時

　 ［1回 目］平成 16 年 6 月 23 ・24 日

　 ［2 回 目］平成 16 年 7 月 7 ・8 日

　　　図 1　プレ ゼ ン テーシ ョ ン 演習風景

　1 回 目の プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン は ， 発端部に 「近

未来の 携帯電話」， 帰結部に 「豊かな生活 」 を設

定 し， 学生個 々 の 発想や連想で 両単語を結び っ

ける もの と した 。 強制連結法シ ー トを作成する

に あた り学生へ は次の 点につ い て 助言 した。
・新 しい 携帯電話の機能につ い て 考える

　 「携帯で こ ん なこ とがで きた らなあ…
」

・実現可能 ・不可能は問題 としない

・新 しい機能が社会で どのよ うに活か され て い

　くの か具体的に説明する
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・発表
一

人 5〜 10 分 ， 提示 ス ライ ド6〜 10 枚

　 「豊かな生活」 とは ， 捉 え方に よ っ て気持ち

の ゆ とりや充実など精神面 ， 金銭など経済面で

の 解釈が包括され る が
， 学生各 自の 考えに

一
任

した。 学生による 1 回 目の強制連結法シー
トの

作成例 を図 2 に示す。

　 2 回 目の プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン は ，発端部に 「小

学生」 （聴き手で ある対象者）， 帰結部に 「未来

の 携帯電話 の メ リ ッ ト ・デメ リ ッ ト」 （学習 目

標）を設定 した 。

　 1 回 目の プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン は
，

「近未来の

携帯電話 j を始ま りとして ，個 々 の 思い つ く既

有ス キ
ー

マ を外化 し，「豊かな生活」に到達で き

るよ う各 自の 考えを論理 的に連結 して い くこ と

をめ ざした 。

　 2 回 目の プ レ ゼ ン テ
ーシ ョ ン で は，「伝達す

る ＝ 聴き手が存在する 」 こ とを学生に知 らせ，

聴き手を明確に した上で対象者の レ ディ ネ ス を

意識 した伝達行為 が行 え るよ うめざした 。 そ こ

で発端部には 「小学生」 を設定 した。 強制連結

法を作成す る に あた り学生 へ は 次の点に つ い て

助言 した 。

・1 回 目と同様 に新 しい携帯電話の機能に つ い

　て 考える （1 回 目と同じ機能 で もよい ）
・小学生 の レ デ ィ ネ ス

， 興 味 ・関心 を配慮する

・携帯電話の利点 （光）だけでな く欠点 （影）

　に つ い て も取 り上 げる

・発表一
人 5〜10分，提示 ス ライ ド6〜10枚

　学生に よる 2 回 目の 強制連結法シー
トの作成

例を図 3 に示す 。

3．考察

　図 2， 図 3 に学生 が 2回 の プ レ ゼ ン テ
ーシ ョ

ン の ため に作成 した強制連結法シ ー トの例 を示

す。1 回 目の プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン （図 2）で は，

聴き手を意識 して い な い た め ， 自らが望 む携帯

電話 の 機能だ けを取 り上げた主体的な展 開 とな

っ て い る 。 しか し ， 聴き手 を明確に した 2 回 目

の プ レ ゼ ン テ
ーシ ョ ン （図 3）では，対象者 と

して の 「小学生」 を強く意識 した客観的な展開

とな っ て い る こ とが明らか で ある。小学生 の レ

ディネス や興味 ・関心事項に配慮 し，最も身近

な学校で の 会話や遊びなど楽 しみに つ い て 触れ，

宿題や塾な どの 話題か ら携帯電話の 機能へ と展

開 して い っ た。

図 2　強制連結法シ
ー

トの作成例

　（1回 目，経営科学部 2 年女）
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図 3　強制連結法シー
トの 作成例

　（2 回 目， 経営科学部 2 年女）

　 こ れ ま で
， 発想法と して 概念地 図法や KJ 法

な どさまざまな手 法が開発 されて きた 。 強制連

結法は，同様に発想法 として 位置づ ける こ とが

で きる 。 筆者は ， 本 手法が プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン

技術の 習得を図 る と共に ， 主題を含めなが らも

対象者を強く意識 したプ レ ゼ ン テ
ーシ ョ ン の 展

開が図れ る点で 非常に 意義 あるもの と考える 。

　筆者は，今後も継続 して 強制連結法に取 り組

み，本手法の有用性や汎用性につ い て さらに検

証 して い きた い 。
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